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村上
 遙
事務職員ロンドン大学　　
ＳＯＡＳ
研修レポート
八月三一日。八月最後の日は、雨。二〇一五年の夏は、
思えば渡英したときに唐突に終わってしまったのだと思う。まるで日本の夏の蒸し暑さの中、一幕の幕がさっと引かれ、そしてさっと開くとそこ 同級生が現れるような、突然の第二幕の始まり。
 
―
日記より
本学には 事務職員国際研修という研修制度があります。
研修に参加する職員は、三週間もの間、イギリス・ロンドン大学東洋アフリカ研究学院
（ＳＯＡＳ）
で、留学生向け
の夏期講習
（八月二四日〜九月一一日）
を受講でき、そのあと
一週間の職場実習
（九月一四日〜一八日）
を行います。幸運
にも私は、今年度この研修に参加することができました。
夏期講習では、国際関係 を学びました。当時イギリス
では、シリアの難民問題が毎日、新聞の一面を飾り、授業でも「シリア人は「 」か「移民」か」 、たびたび議論になりました。
クラスには、スペイン、イタリア、ガボン、中国、そし
て日本の大学生が参加していました。一八歳から二〇歳の参加者が多かったので、ちょうど、新入生のみなさんのほんの一、二年先輩が私の同級生です。なかには、これからＳＯＡＳなどイギリスの大学に進学するため予科として受講している人もいました。
ＳＯＡＳは、たいへん魅力的な場所にあります。徒歩五
分の場所に「大英博物館」があり、その先には「大英図書館」の巨人が顔をのぞかせています しばらく歩くと、ハリー・ポッターで有名な「キングス・クロス駅」が見えてきます。だから、授業の合間に大英博物館のヒエログリフを見に行くこともできますし、なにより素敵な は、これが無料だということです。
課外授業で大英図書館の「マグナ・カルタ展」を訪れた
ことがあります。ちょうど、授業 人権」 差し掛かろうとしていた頃です。この展示は 五月一三日 ら九月一日まで、マグナ・カルタ制定八〇〇年を記念 て開催されたもので、初めて見る本物のマグナ・カルタは、火事で煤け、文字が薄れ、なんとも頼りな 紙片に見え た。しかし、この煤けた紙片 八〇〇年も生き残ったのかと思うと、かえって先達からの、ずっしりとしたバトン ようも思えま た。
ＳＯＡＳには、法学、経済学などの学科のほか、言語・
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附属図書館トピックス
文化学部としてアフリカ学科、中国学科、内部アジア、日本学科、コリア学科、中近東学科、南アジア学科、東南アジア学科があります。その研究・学習を支える図書館には、およそ一二〇万冊の本があります。
授業の最終課題であるプレゼンテーションは「アルメニ
ア人虐殺」をテーマにし、図書館の資料を活用しました。本学では、本を言語ごとに並べますが ＳＯＡＳでは地域ごとに並べるので、各国語で書かれた同テーマの本をまとめて探すことができます。また トルコ側と ルメニア側の資料が収集されているので、両国の主張を比較するうえでとても助かりました。
ＳＯＡＳ図書館は、 「サブジェクト・ライブラリアン」
の存在 もよく知られ す。サブジェクト・ライブラリアンとは、主題や地域の専門家の図書館員のことで、資料選びや、講習会などを担当しています。
滞在中、日本・コリア担当のサブジ
ェクト・ライブラリアンにお話を伺う機会がありました。日本・コリア担当を二〇年間つとめるのは、日本人の小林富士子さんです。彼女のもとには、学外からも日本語資料への問い合わせがあり、古い資料の身元が明らかにな
ったときは、とても嬉しかったということです。彼女の部屋は、図書館の奥まった場所にありますが、話をしている最中にも、資料を探す学生が訪ねてきました。講習会などを通じて築い 信頼関係が、日常にも生きて るようた。
研修中は、知りたいことがどんどん増える毎日でした。
だからこそ、終わりが来ること さびしいものでした。しかし、日記に私 こう いてい す。
上野千鶴子が『ひとりの午後に』
（文春文庫、二〇一三年）
という本で、後継ぎのいない絶品の和菓子屋の話を書いていた。世間は味が絶えてしまうと悲しむけれど、受け継がれな ということは「最高の期間限定」ということだ。だから、 「 ましか味わ ないことを最高の贅沢と考えよう」 。考えてみれば人生は、こんな期間限定の贅沢に埋め尽くさ て る。新入生のみなさんは、 「期間限定の贅沢」に踏み出した
ばかり。いましかない出会いを味わい、大学生活を満喫してほしいと思います。
むらかみ・はるか
　
学術情報課目録係員
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